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Customs and Trade Automated Interface Requirements


	貨物/積荷目録の現状照会


	本章はそれによって通関処理結果、船荷証券及び保税運送を照会できる　ようにするﾚｺｰﾄﾞ形式を提供する。


通関申告の現在の処理状況通知








CMQ-3

通関申告の現在の処理状況を照会でき、申告者にその処理結果を返せる。個別の保税運送、海上/鉄道/ﾄﾗｯｸ証券･引換証及び航空貨物運送状についてもまた照会できる。
通関申告処理状況通知の変化








CMQ-4

最大４個の通関申告までその申告処理状況を照会でき、申告者にその処理結果を返せる。  （ここで使用する適用業務識別子ｺｰﾄﾞ）IIの照会（機能）は以前のままである。
ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R1 (入力)








CMQ-5

申告番号により、及び保税運送、船荷証券又は航空貨物運送状番号ごとの情報によって処理結果を要請する必須の通関申告、保税運送又は引換証の照会入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R0 (出力)








CMQ-8
申告番号とｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録の照会出力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 SA (出力)








CMQ-9
保税運送番号又は海上/鉄道/ﾄﾗｯｸ引換証番号及びｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 SB (出力)








CMQ-10
航空貨物運送状番号とｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R1 (出力)








CMQ-11
運送業者ｺｰﾄﾞ、船舶名、航海/飛行/ﾄﾘｯﾌﾟの計画番号、及び到着日に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物引渡し処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R3 (出力)








CMQ-15
その原産国と関税率表番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録照会・処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 S4 (出力)








CMQ-16
（関連する）全保税運送に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録照会結果の出力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R4 (出力)








CMQ-17
保税運送番号並びにﾏｽﾀｰ、ﾊｳｽ及びｻﾌﾞ･ﾊｳｽ 証券番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物引渡し照会結果の出力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 S5 (出力)








CMQ-19
（関連する）全保税運送に関する保税運送単位でのﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録・状態照会結果の出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 SC (出力)








CMQ-20
航空運送業者、飛行便、到着予定日、航空貨物運送状、ﾊｳｽ航空貨物運送状、分割標識、積荷目録及び（分割）搭載の数量、並びに処分の日付、時刻、ｺｰﾄﾞ及びｺﾒﾝﾄに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録状態の出力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 SD (出力)








CMQ-22
航空貨物運送状、ﾊｳｽ航空貨物運送状、申告及び引渡し数量、並びに処分の日付、時刻、ｺｰﾄﾞ及び説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録照会の出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R5 (出力)








CMQ-24
処分の実行日程、時刻、ｺｰﾄﾞと説明的ﾒｯｾｰｼﾞ及び保税運送の現状、到着日と運送した物の輸出日に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録・状態照会結果の出力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R6 (出力)








CMQ-27
処分日付、時刻、現状ｺｰﾄﾞ、及び説明的ﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付のその他政府機関の処分出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R7 (出力)








CMQ-29
処分の実行日程、時刻、ｺｰﾄﾞ、及び説明的ﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付のPGAの積荷目録保留状態の出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 I1 (入力)








CMQ-30
それによって最大４個の申告の処理状況を照会できるようにする必須の通関申告処理状況照会入力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 IO (出力)








CMQ-31
通関申告がﾌｧｲﾙされていないと知らせる説明的ﾒｯｾｰｼﾞを提供する条件付の通関申告処理状況照会出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 I1 (出力)








CMQ-32
通関申告の処理状況を提供する条件付の通関申告処理状況照会出力ﾚｺｰﾄﾞ
貨物/積荷目録の現状照会
通関申告処理状況照会ﾚｺｰﾄﾞは通関申告の処理状況を提供する。もし、当該申告ﾃﾞｰﾀがﾌｧｲﾙされていないか、或いはその利用者にその申告ﾃﾞｰﾀへのｱｸｾｽ権がないなら、ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞがｼｽﾃﾑ生成される。もし、その申告ﾃﾞｰﾀがﾌｧｲﾙされていれば、通関申告処理結果がｼｽﾃﾑ生成される。
該照会はABI参加者が海洋/鉄道/自動車の船荷証券/貨物引換証/積送証券及び航空貨物運送状の照会もできるように強化されている。海上、鉄道又はﾄﾗｯｸ（輸送）により輸入された貨物の保税移送もまた照会できる。現時点では、航空貨物保税運送の照会で航空貨物保税運送の現状を返すことはできないが、保税運送した物に関連するその他情報を返せる。
この強化機能は従来の「貨物引渡し照会」を中心にして築かれている。もし、(ABI)参加者がその追加機能を利用しないことを選択するなら、これまでの照会ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが動作し続け、これまで通り通関申告処理状況照会ﾚｺｰﾄﾞを返す。
(CBPへの入力の）適用業務識別子（ｺｰﾄﾞ)IN（貨物の現状照会）を使用して、申告者は保税運送又は貨物引換証とそのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの現在の処理状況を照会できる。本照会を通じて検索が可能になるその時までに、当該引換証と関連した通関申告処理状況情報が通常のABIﾙｰﾄによってそのABI参加者に送信されてしまっていなければならない。
QP/WP保税運送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ参加者は、また、引換証及び保税運送の照会にIN適用業務識別子（ｺｰﾄﾞ）も使用できる。
通関申告の現在の処理状況通知
(CBPへの入力の）適用業務識別子（ｺｰﾄﾞ)IN（貨物の現状照会）を使用して、申告者は通関申告の現在の処理状況を照会し、貨物審査選定結果、自動積荷目録ｼｽﾃﾑ(AMS)保留状態、航空貨物自動積荷目録ｼｽﾃﾑ(Air AMS)状態、引渡し日の更新、貨物専門家集団(CST)の承認要件、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ納税申告進捗状況又はその他政府機関の要件.に関する適切な状態通知ﾒｯｾｰｼﾞを受取ることができる。
(CBPへの入力の適用業務識別子ｺｰﾄﾞ）INを使用して、申告者はさらに保税運送、海洋船荷証券と鉄道貨物引換証、及びﾊｳｽを含む航空貨物運送状を照会できる。CAFES及び（適用業務識別子ｺｰﾄﾞ）QPの保税運送開始により生成されたものに限り、ﾄﾗｯｸ積荷目録ﾃﾞｰﾀもまた照会できる。
入力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子R1は唯一の必須の通関申告処理状況照会入力ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はINである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
出力：(CBPからの出力の）適用業務識別子（ｺｰﾄﾞ) IS（貨物の現状照会）を使用する、ﾚｺｰﾄﾞの識別子R0は唯一の貨物引渡し照会結果出力ﾚｺｰﾄﾞである。保税運送及び引換証の（照会における）ｽﾃｰﾀｽｴﾗｰ出力ﾚｺｰﾄﾞはﾚｺｰﾄﾞの識別子SAとSBだけである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子R1, R3, S4, R4, S5, R5, R6, R7, SC及びSDは条件付の照会結果・出力ﾚｺｰﾄﾞであって、貨物の現状、保税運送及び引換証の照会用として様々に使用される。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はISである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

通関申告処理状況通知の変化
(CBPへの入力の）適用業務識別子（ｺｰﾄﾞ)II（貨物審査基準進捗照会）を使用して、申告者は最大４個までそれらの申告処理状況を照会できる。（ここで使用するｺｰﾄﾞ)IIの照会機能は以前のままである。
入力： ﾚｺｰﾄﾞの識別子I1は通関申告処理状況照会入力ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はIIである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。 
出力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子I1及びIOは条件付の通関申告処理状況照会出力ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はIR（貨物審査基準進捗照会）である。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本刊行物の業務処理統制(APL)の章を参照の　こと。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R1 (入力)
これは、申告番号又は保税運送、船荷証券若しくは航空貨物運送状番号により処理結果を要請する必須の貨物/積荷目録照会結果・要求入力ﾚｺｰﾄﾞである。R1ﾚｺｰﾄﾞは繰り返し使用できる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R1 (入力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。 
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に1に等しくなければならない。 
	

	フィラー
	4AN
	3‑6
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	通関申告者略号
	3AN
	7‑9
	C
	CBPにより現役の通関申告関連資料提出者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、申告番号の最初の3桁を前述の申告者略号が占める。申告者略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の申告者略号と同一でなければならない。この略号は通関申告処理状況の照会時に必須である。
	1

	申告番号
	9N
	10‑18
	C
	当該通関申告に割当てられた番号。新しい申告番号書式に限定される。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅを参照のこと。このｺｰﾄﾞは通関申告処理状況の照会時に必須である。番号は右寄せされなければならない。
	1

	保税運送番号
	12AN
	19-30
	C
	IT（即時輸送）番号とも呼ばれるその保税運送番号を表すｺｰﾄﾞ。左寄せすること。このｺｰﾄﾞは通関申告処理状況の照会時に必須である。
	1,2

	船荷証券番号　発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	31-34
	C
	実際にその船荷証券を発行した当事者の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)を表すｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞは船荷証券番号が使用される場合に必須である。
	1

	船荷証券番号
	12AN
	35-46
	C
	その船荷証券番号を表すｺｰﾄﾞ。左寄せすること。このｺｰﾄﾞは海上、鉄道又はﾄﾗｯｸ引換証の照会時に要請される。このｺｰﾄﾞはSCAC（運送会社識別ｺｰﾄﾞ）が使用される場合に必須である。
	1

	航空貨物運送状番号
	11N
	47-57
	C
	最初の３桁は航空運送業者を特定し、次の７桁は一連番号で最後の１桁がﾓｼﾞｭﾛ７に基く検査数字である。
	1

	ﾊｳｽ航空貨物運送状番号
	12AN
	58-69
	O
	ﾊｳｽ航空貨物運送状は（ﾏｽﾀｰ）航空貨物運送状番号と関係し、該照会を明確にするために使用される。その番号は（ﾏｽﾀｰ）航空貨物運送状番号と一緒でしか送信されない。
	1

	関連する船荷証券(BOL)請求標識
	1AN
	70
	O
	提供される証券番号発行人ｺｰﾄﾞと証券番号の両方で海上証券を照会する場合、本欄に"Y"を入れると、その応答として関連するﾊｳｽ又はﾏｽﾀｰ証券が返される。そうでなければその証券番号の発行人ｺｰﾄﾞと証券番号に関する証券だけを返す。
	3

	フィラー
	10AN
	71‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注1」
一つのR1ﾚｺｰﾄﾞにつき一種類の照会しか提起できない。通関申告を照会する場合、申告者略号と申告番号の両方が必要である。保税運送を照会する時、関連する証券番号ではなく、保税運送番号だけ使用すること。海上、鉄道又はﾄﾗｯｸ引換証を照会する場合、SCAC及びﾏｽﾀｰ引換証番号の両方が必要である。航空貨物運送状を照会する場合、ﾊｳｽ航空貨物運送状は任意であるが､ﾊｳｽ航空貨物運送状を照会する場合には、ﾏｽﾀｰ航空貨物運送状が絶対必要である。
「注2」
保税運送番号には３つの有効な書式がある。それらは次の通り：
CBP割当の保税運送番号：CBPF-7512（CBPの検査及び許可を受けるべき物品の輸送通関申告並びに積荷目録）に表示される標準的な保税運送番号で、９桁の数字から成り、その最後の桁はﾓｼﾞｭﾛ７をもとに算出された検査数字でなければならない。　
AMSの"V"（から始まる）ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ保税運送番号：海上又は鉄道AMS運送業者が、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽﾏｽﾀｰ保税運送ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの下で移動する貨物にこの番号を割当てた。最初の桁は"V"、その後に９桁の英数字とﾓｼﾞｭﾛ7をもとに算出された検査数字である最後の11番目の桁が続く。
航空貨物運送状番号：当該航空運送業者により割当てられた航空貨物運送状番号。この番号は11桁の数値ｺｰﾄﾞから成る。最初の３桁は航空運送業者を特定し、次の8桁は一連の数値識別子である。
「注3」
ﾏｽﾀｰ海上証券が照会される場合－ﾏｽﾀｰ証券の情報は最初のR1-R4-R5ﾙｰﾌﾟで返される。対応するﾊｳｽ証券ﾃﾞｰﾀは次に続くR1-R4-R5ﾙｰﾌﾟで返される。以下に照会結果の例を　　示す：
R1出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾏｽﾀｰ輸送機関情報)

R4出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾏｽﾀｰ 保税運送/証券 情報)

R5出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾏｽﾀｰ ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ情報 – 処分ｺｰﾄﾞ、このﾚｺｰﾄﾞは各利用可能ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ毎に繰り返される)
R1出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾊｳｽ1輸送機関情報)

R4出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾊｳｽ1保税運送/証券 情報)

R5出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾊｳｽ1 ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ情報 – 処分ｺｰﾄﾞ、このﾚｺｰﾄﾞは各利用可能ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ毎に繰り返される)
R1出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾊｳｽ2輸送機関情報)

R4出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾊｳｽ2保税運送/証券 情報)

R5出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾊｳｽ2ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ情報 – 処分ｺｰﾄﾞ、このﾚｺｰﾄﾞは各利用可能ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ毎に繰り返される)
ﾊｳｽ海上証券が照会される場合－ﾊｳｽ証券の情報は最初のR1-R4-R5ﾙｰﾌﾟで返される。対応するﾏｽﾀｰ証券ﾃﾞｰﾀは二番目のR1-R4-R5ﾙｰﾌﾟで返される。以下に照会結果の例を　　示す：
R1出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾊｳｽ輸送機関情報)

R4出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾊｳｽ保税運送/証券 情報)

R5出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾊｳｽ ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ情報 – 処分ｺｰﾄﾞ、このﾚｺｰﾄﾞは各利用可能ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ毎に繰り返される)
R1出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾏｽﾀｰ輸送機関情報)

R4出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾏｽﾀｰ 保税運送/証券 情報)

R5出力ﾚｺｰﾄﾞ (ﾏｽﾀｰ ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ情報 – 処分ｺｰﾄﾞ、このﾚｺｰﾄﾞは各利用可能ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ毎に繰り返される)
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R0 (出力)
これは、申告番号とｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録照会結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは元の照会に通関申告者と申告番号が含まれていた場合に限り使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子R0 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に0（ｾﾞﾛ）に等しくなければならない。
	

	通関申告者略号
	3AN
	3‑5
	M
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、申告番号の最初の3桁を申告者略号が占める。
	

	申告番号
	9N
	6‑14
	M
	当該通関申告に割当てられた番号。新しい申告番号書式に限定される。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅを参照のこと。
	

	フィラー
	15AN
	15‑29
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ識別子
	3AN
	30‑32
	M
	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを識別するｺｰﾄﾞ。
	

	説明的ﾒｯｾｰｼﾞ
	40X
	33‑72
	M
	照会の処理を妨げるｴﾗｰ状態を示す説明的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	フィラー
	8AN
	73‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子 SA (出力)
これは、保税運送番号又は海上/鉄道/ﾄﾗｯｸ引換証番号及びｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録照会結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SA (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にSに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1A
	2
	M
	常にAに等しくなければならない。
	

	保税運送番号
	12AN
	3-14
	C
	IT（即時輸送）番号とも呼ばれるその保税運送番号を表すｺｰﾄﾞ。左寄せすること。このｺｰﾄﾞは保税運送の照会時に必須である。
	1

	マスター証券番号発行人ｺｰﾄﾞ

	4AN
	15-18
	C
	実際にその船荷証券を発行した当事者の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)を表すｺｰﾄﾞ。ﾏｽﾀｰ証券番号が使用される場合、このｺｰﾄﾞは必須である。
	1

	ﾏｽﾀｰ証券番号
	12AN
	19-30
	C
	そのﾏｽﾀｰ証券番号を表すｺｰﾄﾞ。左寄せすること。このｺｰﾄﾞは海上、鉄道又はﾄﾗｯｸ引換証の照会時に要求される。このｺｰﾄﾞはSCAC（運送会社識別ｺｰﾄﾞ）が使用される場合に必須である。
	1

	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ識別子
	3AN
	31-33
	M
	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを識別するｺｰﾄﾞ。
	

	説明的ﾒｯｾｰｼﾞ
	40X
	34-73
	M
	照会の処理を妨げるｴﾗｰ状態を知らせる説明的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	フィラー
	7AN
	74-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注1」
このﾚｺｰﾄﾞは元の照会入力に保税運送番号、ﾏｽﾀｰ船荷証券発行人ｺｰﾄﾞ又はﾏｽﾀｰ証券番号が含まれていた場合に限り使用される。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 SB (出力)
これは、航空貨物運送状番号とｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録照会結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SB (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にSに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1A
	2
	M
	常にBに等しくなければならない。
	

	航空貨物運送状番号
	11N
	3-13
	M
	最初の３桁は航空運送業者を特定し、次の７桁は一連番号で最後の１桁がﾓｼﾞｭﾛ７に基く検査数字である。
	1

	ﾊｳｽ航空貨物運送状番号
	12AN
	14-25
	O
	ﾊｳｽ航空貨物運送状は（ﾏｽﾀｰ）航空貨物運送状番号と関係し、該照会を明確にするために使用される。その番号は（ﾏｽﾀｰ）航空貨物運送状番号と一緒の場合に限り送信される。
	1

	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ識別子
	3AN
	26-28
	M
	ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを識別するｺｰﾄﾞ。
	

	説明的ﾒｯｾｰｼﾞ
	40X
	29-68
	M
	照会の処理を妨げるｴﾗｰ状態を知らせる説明的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	フィラー
	12AN
	69-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注1」
このﾚｺｰﾄﾞは元の照会入力に航空貨物運送状番号及びﾊｳｽ航空貨物運送状番号が含まれていた場合に限り使用される。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R1 (出力)
これは、運送業者ｺｰﾄﾞ、船舶名、航海/飛行/ﾄﾘｯﾌﾟの計画番号、及び到着日に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録状態照会・処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。それは成功した各照会に対し一回使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子R1 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に1に等しくなければならない。
	

	通関申告をする地区/通関地
	4N
	3‑6
	C
	通関申告をする地区/通関地を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。
	

	通関申告者略号
	3AN
	7‑9
	C
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、申告番号の最初の3桁を前述の申告者略号が占める。この略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の申告者略号と同一でなければならない。
	1

	申告番号
	9AN
	10‑18
	C
	当該通関申告に割当てられた番号。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅを参照のこと。
	1

	申告種類符号
	2N
	19‑20
	C
	その申告種類を表す符号。有効な申告種類符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	1

	登録輸入者番号
	12X
	21‑32
	C
	登録輸入者を識別する略号。
	1,2

	通関業者整理　番号
	9X
	33‑41
	C
	参加者により提供される任意のｺｰﾄﾞ。このﾌｨｰﾙﾄﾞはACS処理期間中ずっと編集されない。それは、貨物引渡し処理に関する利用者の内部ｼｽﾃﾑ管理のためのものである。
	1

	ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ
	4A
	42‑45
	C
	運送業者を識別するｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞは航空及び海上貨物に限り返される。もし、輸送方式符号が10又は11の海上貨物なら、CBPは米国トラック協会（法人）発行の適切な4桁の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)を返す。もし、輸送方式符号が40（航空貨物）なら、航空貨物運送状(AWB)記載の３桁のｷｬﾘｧｺｰﾄﾞが左詰で返される。しかしながら、航空便で到着する貨物について照会される見出しﾃﾞｰﾀは、本刊行物の貨物引渡し及び納税申告の章に明記されているところの左寄せした、２文字の航空会社の省略形を引用することになっている。輸送方式(MOT)符号の説明については、本刊行物の補遺Bを参照のこと。航空ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞは参考資料抜粋ﾌｧｲﾙに照会することにより得られる。追加情報については、本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を参照のこと。
	3,4

	輸入貿易用の船舶ｺｰﾄﾞ又は輸入貿易用の輸送機関名称
	20AN
	46‑65
	C
	もし、輸送方式符号が10又は11（船舶）で、かつ、輸入貿易用の船舶ｺｰﾄﾞが本ﾚｺｰﾄﾞで提供されない時はいつでも、輸入貿易用の船舶名称が義務付けられている。当該申告が（到着/仕向け港）一対の通関申告の時はいつでも、前述の船舶名称もまた義務付けられている。（到着/仕向け港）一対の通関申告に関する追加情報については、1987年8月21日付けのCBP通達3200_18を参照のこと。もし、その名称が20桁を超過するなら、最初の20桁を入力し、超過分を切捨てること。
	

	航海/飛行便/ﾄﾘｯﾌﾟの計画番号
	5X
	66‑70
	M
	輸入運送業者の航海/飛行便/ﾄﾘｯﾌﾟの番号。航海/飛行便/ﾄﾘｯﾌﾟの番号は輸送方式符号(MOT)10,11,40及び41について必須である。もし、輸送方式符号が40 (,41) （空輸）なら、飛行便の番号が入る。もし、輸送方式符号が10又は11（船舶）なら、航海番号の全桁が入る。例えば、航海番号がV311Wなら、5文字全部が入る。輸送方式符号の説明については、本刊行物の補遺Bを参照のこと。将来、CBPと鉄道/ﾄﾗｯｸ（道路）運送業者の間に自動積荷目録ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが確立された場合、このﾌｨｰﾙﾄﾞがその他の者にも義務付けられる。
	4,5

	到着日
	6N
	71‑76
	M
	到着予定日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	5

	FIRMS
	4AN
	77‑80
	M
	当該航空貨物の所在地を指すFIRMSｺｰﾄﾞ
	


「注1」
ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bのそれが該通関申告者略号と完全に一致する時の通関申告照会に限り、この情報が返される。
「注2」
登録輸入者番号の有効な書式は次の通り：

NN‑NNNNNNNXX
内国歳入庁(IRS)番号
YYDDPP‑NNNNN
CBP割当て番号
NNN‑NN‑NNNN
社会保障番号
‑CCCCCCCCCCC
暗号化された番号（最終荷受人に限る）
これらの符号において、N=数字、X=英数字、YY=その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、DDPP=その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号及びC=文字。
登録輸入者番号が内国歳入庁(IRS)形式であってその最後の2桁が空白［ｽﾍﾟｰｽ］なら、ACSはﾌｧｲﾙ検索の引数がCBP輸入者ﾌｧｲﾙに合わせられるように空白［ｽﾍﾟｰｽ］をｾﾞﾛに変換する。ACSの出力ﾃﾞｰﾀは、２個の空白[ｽﾍﾟｰｽ]が入力されていた場合、登録輸入者番号の最後の２桁をｾﾞﾛと表示するものとする。
古いCBP割当番号 (NNNN-NNNNN)の使用期限は１９９２年７月１日に切れた。古い形式の輸入者番号は全て無効状態に置かれることになる。

「注3」
もし、ある特定の航空運送業者ｺｰﾄﾞがその運送業者ﾌｧｲﾙに含まれていないなら、（ﾌｧｲﾙに）掲載されていない運送業者指定ｺｰﾄﾞの最初の2桁における次のｺｰﾄﾞの一つがその運送業者が登録されている国を指定するものとする。
ｺｰﾄﾞ
運送業者登録
*U
合衆国
*C
カナダ
*F
その他の外国
自家用機が自力で入港していた場合、**が運送業者ｺｰﾄﾞの最初の２桁にあるものとする。
「注4」
飛行便の有効な番号書式はNNN, NNNN, NNNA又はNNNNAである。これらの符号において、N=数字及びA=英字。
「注5」
本ﾚｺｰﾄﾞで返される情報はその引取り/納税申告に基づいているのだから、船荷証券又は航空貨物運送状のそれと同一とは限らない。もし、この情報が分割された航空貨物運送状/ﾊｳｽ航空貨物運送状に関する既存の情報と異なるなら、引渡し（通知）が当該運送業者に送信されることはない。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R3 (出力)
これは、その原産国と関税率表番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録照会・処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。最初の(R1入力)照会が通関申告に関連していた場合に、このﾚｺｰﾄﾞが使用される。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子R3 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に3に等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞの管理番号
	3N
	3‑5
	M
	この番号は通常、貨物引渡し（の章）のﾚｺｰﾄﾞの識別子H5で送信されるﾚｺｰﾄﾞの管理番号、又は貨物引渡し（処理）について認定されている場合の納税申告（の章）のﾚｺｰﾄﾞの識別子40で送信される品目番号と同一である。
	

	原産国
	2A
	6‑7
	M
	原産国を表す国際標準化機構(ISO)の国符号。有効なISO符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	関税率表番号
	10AN
	8‑17
	M
	その関税率表番号を表す注解合衆国・実行関税率表(HTS)にあるｺｰﾄﾞ。
	

	フィラー
	63X
	18‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子 S4 (出力)
これは、（関連する）全保税運送に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録照会結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。更新ｱｸｼｮﾝが保税運送単位［ﾚﾍﾞﾙ］で行われている時はいつでも、このﾚｺｰﾄが陸上の保税運送照会毎に１回使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子S4 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にSに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に4に等しくなければならない。
	

	保税運送の現状
	2N
	3-4
	C
	保税運送の現状を表すｺｰﾄﾞ。
	1

	保税運送（品）到着日
	6N
	5-10
	C
	該保税運送した物の到着日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	保税運送（品）　輸出日
	6N
	11-16
	C
	保税運送した物の輸出日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	フィラー
	64AN
	17-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注1」
有効な保税運送の現状ｺｰﾄﾞは：
ｺｰﾄﾞ
説明
01
（情報が）ﾌｧｲﾙされている
02
完結
03
配送中
04
到着済み
05
輸出済み
07
保留中
日付情報が保税運送単位である時、貴方は保税運送した物と関連した各証券毎に、１つのR1（出力）及び１つのS4とその後に続く１つのR4を受取る。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R4 (出力)

これは、 保税運送番号、ﾏｽﾀｰ証券番号、ﾊｳｽ証券番号、ｻﾌﾞ［副次的］･ﾊｳｽ証券番号、積荷目録数量、単位、ﾏｽﾀｰ証券番号発行人ｺｰﾄﾞ、及び保税運送した物の到着日と輸出日に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録照会結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子R4 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に4に等しくなければならない。
	

	保税運送番号
	12AN
	3‑14
	C
	積荷目録に記載されているところの保税運送番号。もし、その保税運送番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)及びその他の特殊文字は含まれない。
	

	ﾏｽﾀｰ証券番号
	12AN
	15‑26
	C
	積荷目録に記載されているところのﾏｽﾀｰ証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。　ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)及びその他の特殊文字は含まれない。
	

	ﾊｳｽ証券番号
	12AN
	27‑38
	C
	積荷目録に記載されているところのﾊｳｽ証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)及びその他の特殊文字は含まれない。
	

	ｻﾌﾞ･ﾊｳｽ証券番号
	12AN
	39‑50
	C
	積荷目録に記載されているところの    ｻﾌﾞ･ﾊｳｽ証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)及びその他の特殊文字は含まれない。
	

	積荷目録数量
	8N
	51‑58
	C
	報告される証券番号の最小単位での数量［量］。それは最も小さい外装（荷物等の包み）単位である。
	

	単位
	5X
	59‑63
	C
	測定単位を表すｺｰﾄﾞ。有効な測定単位ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	ﾏｽﾀｰ証券番号　発行人ｺｰﾄﾞ

	4AN
	64‑67
	C
	実際にその海上船荷証券を発行した当事者の運送会社識別コード(SCAC)を表す符号。証券の発行者を船舶運航者と混同してはならない。
	

	ﾊｳｽ証券番号発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	68-71
	C
	そのﾊｳｽ船荷証券を発行した当事者のSCACを表すｺｰﾄﾞ。
	

	船荷証券の種類
	1X
	72
	C
	船荷証券の種類を表すｺｰﾄﾞ。有効な　ｺｰﾄﾞは：
0 = 通常の船荷証券  

M = ﾏｽﾀｰ船荷証券
H = ﾊｳｽ船荷証券
	

	輸入者保安申告標識
	1X
	73
	C
	船荷証券に対する輸入者保安申告の受領を表すｺｰﾄﾞ。これは海上AMSでしか使われない。有効なｺｰﾄﾞは：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y = ISFは申告済み

N = ISFが未申告
	

	輸送方式符号
	1X
	74
	C
	輸送方法を示すｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは：
1 = 海上

2 = 鉄道
3 = ﾄﾗｯｸ
	

	フィラー
	6AN
	75‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子 S5 (出力)
これは、（関連する）全保税運送に関する保税運送単位でのﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録・状態照会結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは、更新ｱｸｼｮﾝが保税運送単位［ﾚﾍﾞﾙ］で行われていない時はいつでも使用され、保税運送した物と関連した証券の数に基き必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子S5 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にSに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に5に等しくなければならない。
	

	保税運送の現状
	2N
	3-4
	C
	保税運送の現状を表すｺｰﾄﾞ。
	1

	保税運送（品）到着日
	6N
	5-10
	C
	保税運送した物の到着日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。もし、報告された現状と関連した日付がないなら、貴方はこのﾌｨｰﾙﾄﾞで12個のゼロを受取る。
	

	保税運送（品）　輸出日
	6N
	11-16
	C
	保税運送した物の輸出日を表すものであるMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。もし、報告された現状と関連した日付がないなら、貴方はこのﾌｨｰﾙﾄﾞで12個のゼロを受取る。
	

	フィラー
	64AN
	17-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注1」
有効な保税運送の現状ｺｰﾄﾞは：
ｺｰﾄﾞ
説明 

01
（情報が）ﾌｧｲﾙされている
02
完結
03
配送中
04
到着済み
05
輸出済み
07
保留中
もし、保税運送した物がそれらと関連したそれぞれに異なる個別の現状ｺｰﾄﾞを有する幾つかの証券を包含するなら、貴方は保税運送した物と関連した各証券毎に、１つのR1（出力）とその後に続く１つのR4・S5対を受取る。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 SC (出力)
これは、航空運送業者、飛行便、到着予定日、航空貨物運送状、ﾊｳｽ航空貨物運送状、分割標識、積荷目録及び（分割）搭載の数量、並びに処分の日付、時刻、ｺｰﾄﾞ及びｺﾒﾝﾄに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録状態の出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾒｯｾｰｼﾞは必要な回数だけ繰り返し使用できる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SC (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にSに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1A
	2
	M
	常にCに等しくなければならない。
	

	輸入運送業者　　ｺｰﾄﾞ
	3AN
	3-5
	M
	２又は３文字から成る輸入航空運送業者の識別子。
	

	飛行便の番号
	5AN
	6-10
	M
	もし、５個未満の文字が送信されるなら、そのﾃﾞｰﾀは通関申告と一致し易くするために５桁に”正規化”される。
	

	到着予定日
	6N
	11-16
	M
	当該輸入運送業者がその飛行便の合衆国到着を期待する日付を表すMMDDYY（月、日、年）形式での６文字日付。
	

	航空貨物運送状番号
	11N
	17-27
	M
	最初の３桁は航空運送業者を特定し、次の７桁は一連番号で最後の１桁がﾓｼﾞｭﾛ７に基く検査数字である。
	

	分割標識
	1A
	28
	C
	分割搭載ﾏｽﾀｰAWBと関連した"分割"識別子を示す１つの英文字。
	

	積荷目録数量
	5N
	29-33
	M
	当該ﾏｽﾀｰ航空貨物運送状と関連した数量。
	

	搭載数量
	5N
	34-38
	C
	特定の分割と関連した数量。分割標識がある場合このﾚｺｰﾄﾞは必須である。
	

	ﾊｳｽ航空貨物運送状番号
	12AN
	39-50
	O
	ﾊｳｽ航空貨物運送状は（ﾏｽﾀｰ）航空貨物運送状番号と関係し、該照会を明確にするために使用される。その番号は航空貨物運送状番号と一緒の場合に限り送信される。
	

	分割標識
	1A
	51
	C
	分割搭載ﾊｳｽAWBと関連した"分割"識別子を示す１つの英文字。
	

	積荷目録数量
	5N
	52-56
	C
	当該ﾊｳｽ航空貨物運送状と関連した数量
	

	搭載数量
	5N
	57-61
	C
	特定の分割と関連した数量。分割標識がある場合このﾚｺｰﾄﾞは必須である。
	

	保税運送番号
	11N
	62-72
	C
	11又は9桁の保税運送番号。
	1

	保税運送の現状
	2N
	73-74
	C
	当該保税運送の現状を示すｺｰﾄﾞ。将来使うためのもの。別途通知があるまでの間、空白[ｽﾍﾟｰｽ]がこのﾌｨｰﾙﾄﾞで返される。
	

	フィラー
	6AN
	75-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注1」
航空貨物関連の場合、次の２つの保税運送（番号）形式のみ有効である。
CBP割当の保税運送番号：CBPF-7512（CBPの検査及び許可を受けるべき物品の輸送通関申告並びに積荷目録）に表示される標準的な保税運送番号で、９桁の数字から成り、その最後の桁はﾓｼﾞｭﾛ７をもとに算出された検査数字でなければならない。
航空貨物運送状番号：当該航空運送業者により割当てられた航空運送状番号。この番号は11桁の数値ｺｰﾄﾞから成る。最初の３桁は航空運送業者を特定し、次の8桁は一連の（数値）識別子である。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 SD (出力)
これは、航空貨物運送状(AWB)、ﾊｳｽ航空貨物運送状、申告及び引渡し数量、並びに処分の日付、時刻、ｺｰﾄﾞ及び説明［叙述］的メッセージに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録照会の出力ﾚｺｰﾄﾞである。AWBに付随するﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝであってｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞに関連する場合、それはSD出力で報告されることはない。このﾒｯｾｰｼﾞは必要な回数だけ繰り返し使用できる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子SD (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にSに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1A
	2
	M
	常にDに等しくなければならない。
	

	処分実行日程
	6N
	3-8
	M
	処分の日付を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	処分実行時刻
	6N
	9-14
	M
	処分措置時刻を表すHHMMSS（時、分、秒）形式での24時間表示時刻。
	

	処分ｺｰﾄﾞ
	2AN
	15-16
	M
	処分措置を表すｺｰﾄﾞ。
	1

	説明［叙述］的　ﾒｯｾｰｼﾞ
	33X
	17-49
	M
	処分ｺｰﾄﾞと関連した叙述部。
	

	フィラー
	31AN
	50-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注1」
下記の情報は、運送業者及びｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ内の上屋(CFSs)（管理者）に知らせる、（処分の）現状を航空貨物運送状に転記するための２文字のｺｰﾄﾞに言及している。そのｺｰﾄﾞは組み合わせて使用され、１番目の文字が部局を特定し、及び２番目の文字が業務届出措置の種類を特定する。
CBP
ｺｰﾄﾞ
説明

1A
申告済み、徹底的な検査が必要

1B
徹底的な検査完了

1C
申告済み、一般検査不要

1D
保税移送が許可されている

1E
保税運送が許可されず、到着港で保留

1F
ﾛｰｶﾙ積替えが許可されている

1G
ﾛｰｶﾙ積替えが許可されていない

1H
保留が提起されている

1I
保留が取除かれている

1J
次に進める許可（申請）が拒否されている

1L
次に進める許可（申請）が認可されている

1M
速達（貨物）委託状況が拒否されている

1R
保税蔵置場(GO)の使用資格は未定 (48 時間以内)
「注1 」(続き)
CBP
ｺｰﾄﾞ
説明

1S
保税蔵置場(GO)の使用資格がある

1T
CBPにより押収されている

1U
保税蔵置場(GO)に送られている
CBPA
ｺｰﾄﾞ
説明

2H
農産品・保留が提起されている

2I
農産品・保留が取除かれている
その他機関
ｺｰﾄﾞ
説明

3H
その他政府機関の保留が提起されている

3I
その他政府機関の保留が取除かれている
CBP 
ｺｰﾄﾞ
説明
貨物審査基準ｼｽﾃﾑ 

4A
徹底的な検査が必要

4B
徹底的な検査が完了している

4C
申告済み、一般検査要

4E
申告が削除された

5H
文書審査が保留されている

5I
文書審査の保留が取除かれている
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R5 (出力)
これは、処分の実行日程、時刻、ｺｰﾄﾞと説明的ﾒｯｾｰｼﾞ及び保税運送の現状、到着日と運送した物の輸出日に関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物/積荷目録・状態照会結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子R5 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に5に等しくなければならない。
	

	処分実行日程
	6N
	3‑8
	M
	処分実行日程を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	処分実行時刻
	4N
	9‑12
	M
	処分措置時刻を表すHHMM（時、分）形式での24時間表示時刻。
	

	処分措置ｺｰﾄﾞ
	2AN
	13‑14
	M
	処分措置を表すｺｰﾄﾞ。
	1,3

	説明的ﾒｯｾｰｼﾞ
	33X
	15‑47
	M
	処分（措置）ｺｰﾄﾞと関連した説明的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	フィラー
	7AN
	48‑54
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	引渡し日
	6N
	55‑60
	C
	引渡し日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。このﾃﾞｰﾀ要素が返されるのは処分措置ｺｰﾄﾞが22の場合だけである。
	

	引渡し起点
	2N
	61‑62
	C
	ACSが最新の引渡し日を決定するために使用した措置又は日付を表すｺｰﾄﾞ。このﾃﾞｰﾀ要素が返されるのは処分措置ｺｰﾄﾞが22の場合だけである。
	2

	数量
	8N
	63-70
	C
	特定のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの数量。
	4

	フィラー
	1AN
	71
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	順序
	3N
	72-74
	C
	ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの順序に関連している連番。
	4

	フィラー
	6AN
	75‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注1」
通関申告の（暫定審査）処分ﾒｯｾｰｼﾞが到着予定日から５日前以降にｼｽﾃﾑ生成される。もし、このﾒｯｾｰｼﾞが標準的な審査基準手続きに基づき申告者に返されなかったなら、それはこのIN（貨物/積荷目録の現状）照会経由で返されることはない。有効な処分ｺｰﾄﾞ及びそれらの説明的ﾒｯｾｰｼﾞは：
ｺｰﾄﾞ
説明
01
「条件付引渡し、一般検査要」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  これは条件付引渡しで、一般検査要。
02
「条件付引渡し、特定文書審査要」

これは条件付引渡しで、特定の文書審査要。
03
「徹底的な検査待ちの」
04
「徹底的な検査/引渡しが完了」
05
「ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ通関申告」

上書きが行われない限り、これが最終引渡しﾒｯｾｰｼﾞである。
06
「通関申告関連資料が必要」
07
「撤回し、徹底的な検査要とする」
08
「撤回し、一般検査要とする」
11
「さらに文書審査が必要」
12
「引渡しが取除かれた－さらに文書審査が必要」
13
「さらなる文書審査が完了している」
16
「ＣＢＰ審査待ちの」
17
「電子送り状が必要」
21
「通関申告がＣＢＰにより削除された」
22
「引渡し日が更新された」
23
「通関申告が取消された」
24
「通関申告の取消しが解除された」
31
「ＣＳＴ（貨物専門家集団）の承認が必要」

貨物専門家集団(CST)の承認が必要
35
「納税申告に必要なCBP様式7501がない」
51
「積荷目録の保留・於ＣＢＰ」
52
「積荷目録の保留・於CBPA」
53
「ＣＢＰの保留」
54
「ＣＢＰの積荷目録の保留が解除された」
55
「ＣＢＰＡの積荷目録の保留が解除された」
56
「ＣＢＰの保留が解除された」
71
「ＡＭＳ航空運送業者/ＣＦＳ（管理者）に通知した」
72
「ＡＭＳ航空貨物運送状に不備がある」
73
「ＡＭＳ飛行便が出発/到着しなかった」
（貨物）審査基準手続きのために、関連書類が提出されなければならない。審査基準手続きの後に、通関申告した物の検査状況を示す２番目の引渡しﾒｯｾｰｼﾞがｼｽﾃﾑ生成される。
「注1 – 続き」
検査状況が上書きされる時はいつでも、改訂された検査状況を示すﾒｯｾｰｼﾞがｼｽﾃﾑ生成される。徹底的な検査が完了するとすぐ、「徹底的な検査/引渡しが完了」のﾒｯｾｰｼﾞがｼｽﾃﾑ生成される。
「注2」
有効な引渡し起点ｺｰﾄﾞは：
ｺｰﾄﾞ
 説明
01
（貨物）審査基準処理完了日
02
到着予定日
03
実際の到着日
04
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽﾏｽﾀｰ保税運送到着日
05
徹底的な検査が完了している(ABI Disp ｺｰﾄﾞ04)（以下のDispｺｰﾄﾞが送信された時点）
06
撤回し、一般検査要とする(ABI Disp ｺｰﾄﾞ08)
07
CBPの積荷目録の保留が解除された(ABI Disp ｺｰﾄﾞ11)
08
その他政府機関の審査が完了している(ABI Disp ｺｰﾄﾞ 8)
09
引渡し日が更新された(ABI Disp ｺｰﾄﾞ 9)
99
引渡し日が削除されている(ABI Disp ｺｰﾄﾞ99)
「注3」
ＮＰ［準備してない］と言う（処分措置）ｺｰﾄﾞは該ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝが今も{貿易}利用者に送信されていないことを示す。詳細は、例えば、輸入輸送機関又は保税運送の到着、ｼｽﾃﾑ処理の完了等々の成り行きが明らかになるまで保留される。
海上、鉄道及びﾄﾗｯｸ（輸送）について返される（処分の）現状ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Nに見出せる。
「注4」
船荷証券の照会に限り、数量と順序が返される。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R6 (出力)
これは、その他政府機関の処分日付、時刻、現状ｺｰﾄﾞ、及び説明的ﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付のその他政府機関の処分出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子  R6 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に6に等しくなければならない。
	

	その他機関/数量割当品目 識別子
	3AN
	3‑5
	M
	その他政府機関又は数量割当要件を識別するｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは：

FDA = 食品医薬品局

FWS = 魚類及び野生動物庁

QTA = 数量割当品目
	

	フィラー
	4AN
	6‑9
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	処分日付
	6N
	10‑15
	C
	その他政府機関の処分を表すMMDDYY　（月、日、年）形式での数値表示の  日付。この日付は数量割当品目には適用されない。
	

	処分時刻
	4N
	16‑19
	C
	処分措置時刻を表すHHMM（時、分）形式での24時間表示時刻。この時刻は数量割当品目には適用されない。
	

	処分/数量割当品目の現状ｺｰﾄﾞ
	2AN
	20‑21
	M
	処分措置を表すｺｰﾄﾞ。
	1

	処分/数量割当品目の状況ﾒｯｾｰｼﾞ
	33AN
	22‑54
	M
	その処分ｺｰﾄﾞと関連した説明的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	1

	処分ｺｰﾄﾞ(品目単位)
	2AN
	55-56
	C
	その他機関の処分ｺｰﾄﾞ。
	2

	CBP先頭行
	3N
	57-59
	C
	税関国境警備局(CBP)の先頭行番号。
	

	関税率表番号の桁数
	1AN
	60
	C
	通関申告により保証されている（適用業務識別子H1又はHN）なら空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め、或いは納税申告により保証されている（適用業務識別子EI）なら1-8。
	

	OGA先頭行
	3N
	61-63
	C
	OGA項目の先頭行番号。
	

	変動幅標識
	4AN
	64-67
	C
	もし変動幅があるなら、THRU(=through；端から端まで)を記載する。
	

	CBPの終了行
	3N
	68-70
	C
	CBP勘定項目の終了行。
	

	最終関税率表番号の桁数
	1AN
	71
	C
	通関申告により保証されている（適用業務識別子H1又はHN）なら空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め、或いは納税申告により保証されている（適用業務識別子EI）なら1-8。
	

	OGAの終了行
	3N
	72-74
	C
	OGA項目の終了行番号。
	

	フィラー
	6AN
	75‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注1」
有効な処分/数量割当品目の状況ﾒｯｾｰｼﾞは：
ｺｰﾄﾞ
説明
00
「FWSのﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ申告」
01
 「FWSの審査要」

「FDAの審査要」
02
「FWSの（生物）引渡し」

「FDAの（審査）保留」
03
「FWSの（生物）留置手数料要」

「FDAの申告に関し、ｺﾝﾃﾅからの荷降ろしを禁ずる」
04
「FWSの（生物）保有免許要」

「FDAの検査/ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ待ち」

ｺｰﾄﾞ
説明
05
「FWSの（生物）留置/検査要」

「FDAの（貨物）引渡し」
06
「FWSの保有権申請書類 3-177要」

「FDAは検査なし、次に進めて　　良し」
07
「FWS（認可の）保有権対象外」
08
「FWSの条件付引渡し/FWSの   事後調査が必要」

(FWSの条件付引渡し/ FWSの許認可が必要)
09
「FWSのﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ申告待ち」
「注2」
品目単位での有効なFDA処理ﾒｯｾｰｼは：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ｺｰﾄﾞ
説明
01
「FDA検査要」
02
「FDAの検査/FDAへの
通知要」
05
「FDAへの通知/FDAの検査要、ｺﾝﾃﾅからの荷降ろしを禁ずる」
06
「FDA検査戻し」
07
「FDAは検査なし、次に進めて良し」
08　　「FDAは（貨物を）引渡
説明ｺｰﾄﾞ
説明ｺｰﾄﾞ
説明
ｺｰﾄﾞ
説明　　　　　　　　　　　　　　
09
「FDAは（貨物を）ｺﾒﾝﾄ付で引渡した」
10
「FDAは（貨物を）留置した」
11
「FDAが留置を取消す」
12
「FDAが拒絶した」
13
「FDAは一部分引渡し/拒絶
する」
14
「FDA関連資料が必要」
した」
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 R7 (出力)
これは、処分の実行日程、時刻、ｺｰﾄﾞ、及びPGAの積荷目録保留状態と共に送信される説明的ﾒｯｾｰｼﾞに関するﾃﾞｰﾀを提供する条件付の貨物引渡し処理結果の出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子R7 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にRに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1N
	2
	M
	常に7に等しくなければならない。
	

	処分実行日程
	6N
	3-8
	M
	処分実行日程を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	処分実行時刻
	4N
	9-12
	M
	処分措置時刻を表すHHMM（時、分）形式での24時間表示時刻。
	

	処分措置ｺｰﾄﾞ
	2AN
	13-14
	M
	処分措置を表すｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞとそれらの説明的ﾒｯｾｰｼﾞ（名称ﾌｨｰﾙﾄﾞ）及び説明が本刊行物の補遺Uに掲載されている。
	

	説明的ﾒｯｾｰｼﾞ
	33X
	15-47
	M
	処分ｺｰﾄﾞと関連した説明的ﾒｯｾｰｼﾞ。処分　ﾒｯｾｰｼﾞは到着予定日から５日前以降にｼｽﾃﾑ生成される。
	

	フィラー
	33AN
	48-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子 I1 (入力)

これはそれによって最大４個の申告の処理状況を照会できるようにする必須の通関申告処理状況照会入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子I1 (入力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にIに等しくなければならない。
	

	照会種別ｺｰﾄﾞ
	1N
	2
	M
	常に1に等しくなければならない。
	

	通関申告をする　地区/通関地
	4N
	3‑6
	O
	通関申告をする地区/通関地を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。この符号は最近の申告番号には必要ない。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅを参照のこと。  
	

	申告者略号
	3AN
	7‑9
	M
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、CBP申告番号の最初の3桁を申告者略号が占める。申告者略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の申告者略号と同一でなければならない。
	

	申告番号
	9AN
	10‑18
	M
	当該通関申告に割当てられた番号。新しい申告番号書式に限定される。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅを参照のこと。
	

	２個目の申告照会
	16AN
	19‑34
	O
	照会される２個目の申告番号を表すｺｰﾄﾞ。それは通関申告をする地区/通関地、申告者略号、及び申告番号を含む。２個目の申告番号がないなら、空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋めし、ゼロを送信してはならない。
	

	３個目の申告照会
	16AN
	35‑50
	O
	照会される３個目の申告番号を表すｺｰﾄﾞ。それは通関申告をする地区/通関地、申告者略号、及び申告番号を含む。３個目の申告番号がないなら、空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋めし、ゼロを送信してはならない。
	

	４個目の申告照会
	16AN
	51‑66
	O
	照会される４個目の申告番号を表すｺｰﾄﾞ。それは通関申告をする地区/通関地、申告者略号、及び申告番号を含む。４個目の申告番号がないなら、空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋めし、ゼロを送信してはならない。
	

	フィラー
	14AN
	67‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子 IO (出力)
これは納税申告ﾚｺｰﾄﾞがﾌｧｲﾙされていないと言う説明的ﾒｯｾｰｼﾞを提供する条件付の通関申告処理状況照会出力ﾚｺｰﾄﾞである。 
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子IO (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にIに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1A
	2
	M
	常にOに等しくなければならない。
	

	通関申告をする　地区/通関地
	4N
	3‑6
	M
	通関申告をする地区/通関地を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。この符号は最近の申告番号には必要ない。
	

	申告者略号
	3AN
	7‑9
	M
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、CBP申告番号の最初の3桁を申告者略号が占める。申告者略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の申告者略号と同一でなければならない。
	

	申告番号
	9AN
	10‑18
	M
	当該通関申告に割当てられた番号。新しい申告番号書式に限定される。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅを参照のこと。
	

	説明的ﾒｯｾｰｼﾞ
	30X
	19‑48
	M
	“申告番号がﾌｧｲﾙされていない、又はその利用者にそのﾃﾞｰﾀへのｱｸｾｽ権がない”と言う説明的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	フィラー
	32AN
	49‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子 I1 (出力)
これは通関申告の処理状況を提供する条件付の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子I1 (出力)

	データ要素
	長さ/　　部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にIに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子
	1N
	2
	M
	常に1に等しくなければならない。
	

	通関申告をする　地区/通関地
	4N
	3‑6
	M
	通関申告をする地区/通関地を表す符号。有効な地区/通関地符号は本刊行物の参考資料抜粋ﾌｧｲﾙの章を通じて照会できる。この符号は最近の申告番号には必要ない。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅを参照のこと。
	

	申告者略号
	3AN
	7‑9
	M
	CBPにより現役の通関申告関連資料作成者全員に割当てられた一意の略号。通関申告が何処に提出されたかには構わず、申告番号の最初の3桁を申告者略号が占める。申告者略号はﾌﾟﾛｯｸ制御ﾍｯﾀﾞｰﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子B）（中）の申告者略号と同一でなければならない。
	

	申告番号
	9AN
	10‑18
	M
	当該通関申告に割当てられた番号。新しい申告番号書式に限定される。有効な申告番号書式に関する追加情報については、本刊行物の補遺Ｅを参照のこと。
	

	ﾌﾟﾛｾｽ管理状態
	1N
	19
	M
	ﾌﾟﾛｾｽ管理状態を表すｺｰﾄﾞ。有効なﾌﾟﾛｾｽ管理状態ｺｰﾄﾞは：
　　　　　　　　　
0 = ﾌﾟﾛｾｽ管理状態ではない

1 = ﾌﾟﾛｾｽ管理状態である
	

	ﾌﾟﾛｾｽ日付
	6N
	20‑25
	C
	ﾌﾟﾛｾｽ日付を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	ﾌﾟﾛｾｽ時刻
	6N
	26‑31
	C
	HHMMSS（時、分、秒）形式での時刻。
	

	引渡し状態
	1N
	32
	C
	引渡し状態を表すｺｰﾄﾞ。有効な引渡し状態ｺｰﾄﾞは：

0 = 引渡し状態ではない

1 = 引渡し状態である

2 = 情報が許可されない
照会日がCBPの引渡し/検査日から５日後未満の時はいつでも、その通関申告は国境の通関所在地用であり、また輸送方式(MOT)符号は12, 20, 21, 30, 31, 32, 33, 又は 34である。運送方式(MOT)符号の説明については、本刊行物の補遺Bを参照のこと。
	

	引渡し日
	6N
	33‑38
	C
	引渡し日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。もし、引渡し状態ｺｰﾄﾞが２なら、引渡し日は000000である。
	

	フィラー
	42AN
	39‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


          CRQ-2                                                           Cargo Release Query                 Amendment 3 – February 2002
          Amendment 10 – March 2012            Cargo/Manifest Status Query                                               CMQ-1

